
め
ざ
せ
第
二
の
香
月
泰
男
画
伯

ジ
ュ
ニ
ア
賞
絵
画
展
(
入
賞
・
入
選
作
品
)

香
月
美
術
館
の
開
館
５
周
年
を
記

念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
香
月

泰
男
ジ
ュ
ニ
ア
賞
」
は
大
賞
２
名
、

金
賞
２
名
、
銀
賞
４
名
、
銅
賞
６
名
、

及
び
入
選
１
０
０
名
が
選
ば
れ
、
現

在
香
月
美
術
館
で
絵
画
展
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
に

「
夏
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
県
内
外
か
ら
、
小
学
生
１
。
４
６

９
点
、
中
学
生
１
。
０
４
０
点
合
計

２
。
５
０
９
点
と
い
う
、
予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
数
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
１
次
審
査

で
４
０
４
点
に
、
さ
ら
に
２
次
審
査

で
１
１
４
点
に
絞
ら
れ
ま
し
た
。
審

査
し
た
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
大

歳
克
衛
教
授
は
、
「
絵
を
見
て
、
絵

を
描
く
喜
び
が
見
え
て
く
る
作
品
、

ま
た
、
自
由
で
創
造
的
な
作
品
」
を

審
査
基
準
に
Ｉ
点
Ｉ
点
丁
寧
に
見
な

が
ら
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は

山
口
大
学
教
育
学
部
附
属
山
口
小
学

校
１
年
、
浴
優
太
君
の
「
ざ
り
が

に
」
と
美
東
町
立
淳
美
小
学
校
２
年
、

岩
本
岳
彦
君
（
写
真
上
）
の
「
夏
の

思
い
出
」
で
す
。

香
月
画
伯
の
誕
生
日
に
あ
た
る
1
0

月
2
5日
㈲
、
香
月
美
術
館
に
お
い
て

入
賞
・
入
選
者
の
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
賞
を
受
賞
し
た
浴
君
の

作
品
は
、
ざ
り
が
に
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し

た
感
じ
を
出
す
の
に
卵
の
殼
を
使
っ

て
い
ま
す
。
卵
の
殼
を
小
さ
く
す
る

と
こ
ろ
が
一
番
難
し
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
岩
本
君
の
夏
祭
り
で
金

魚
す
く
い
を
し
て
い
る
自
分
を
力
強

く
描
い
た
作
品
は
、
段
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
工
夫
を
し
金
魚
を
生
き
生
き
と

表
現
し
て
い
ま
す
。
２
人
に
は
、
賞

状
、
香
月
画
伯
が
銅
版
で
作
っ
た
フ

ク
ロ
ウ
を
焼
き
付
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
楯
、
記
念
品
と
し
て
油
絵
の
セ
ッ

ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

香
月
画
伯
婦
人
で
香
月
美
術
館
の

名
誉
館
長
で
も
あ
る
香
月
婦
美
子
さ

ん
は
、
「
す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り

で
香
月
も
と
て
も
喜
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
と
作
品
を
応
募
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

三
隅
町
内
の
児
童
も
７
名
が
入
選

し
て
い
ま
す
。
入
賞
・
入
選
者
の
作

品
全
１
１
４
点
は
1
2月
2
7日
ま
で
香

月
美
術
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
伸

び
伸
び
と
し
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

大
賞
以
外
の
入
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

【
金
賞
　
岩
本
敏
希
（
徳
山
・
遠
石

小
三

、
加
藤
菜
穂
子
（
岩
国
・

灘
小
六
）

【
銀
賞
】
富
永
大
貴
（
宇
部
・
黒
石

小
一
)
、
竹
重
洋
祐
（
光
・
浅
江

小
三
）、
橋
本
奈
央
子
（
徳
山
・

沼
城
小
五
）、
松
下
奈
々
　（
同
・

住
吉
中
三
）

【
銅
賞
】
藤
本
真
央
（
防
府
・
華
浦

小
一
)
、
松
尾
侑
祐
（
山
口
・
大

歳
小
一
)
、
殖
木
省
吾
（
長
門
・

仙
崎
小
三
）、
磯
本
光
（
油
谷
・

向
津
具
小
四
）、
宮
下
昌
子
（
宇

部
・
新
川
小
五
）、
西
田
剣
之
介
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